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論文内容要旨
 釜石及び同周辺地区は北上山地のほは中東部に当る岩手県に所在する。本地域の地質学的研究は,
 これまで殆んど岩相区分的調査にとどま多,しかも狭い範囲に限られて語り,広く全般の層位,構
 造の研究は一般にむろそかにされてきた。筆者は昭和30年以降,釜石を中心として釜石周辺を含
 めた全域の層位,地質構造の研究を行ってきた。ここにその層位、構造は判明し,本地方の地質は
 一段と重要性が加わった。な卦,本地方には釜石鉱山,大峰鉱山のほか石灰岩として大酒,洞泉,
 小川鉱山があり,東北地方の重要なる鉱産資源を埋蔵するものである。本論文に於ては釜石を中心
 とした全域の地史的,構造的関係を述べるものである。
 釜石の西部、大橋一帯は北上山地の南部型と北部型の境界部に当り,この付近を境にして北部及
 び東部と南部及び西部では岩相は全く異って潜り,この付近には北上山地の外側弧状体列の園部に
 当る早地蜂一五葉山構造線があり,これを中心として数条の大きな構造帯が発達する。即ち西側に.
 遠野一大船渡構造帯,六角牛山一足ケ瀬構造帯,笹山一愛染緯造帯があり,東側に、早池峰一小川
 構造帯が存在する。これらの構造帯を境にして次の三地域に分類出来る。
 1.東部地域
 2中部地域
 3.西部地域
 そして、これらの三地区には.(1)には鵜住居層があり主としてチャート,粘板岩よりなり二畳系
 下部より上部に対比出来る。(2)には千丈ケ滝層,日頃市層,上小川層,鬼丸層,土倉層,甲子層,
 松倉層.金山層,大洞礫岩、上郷層,青笹層が発達して分り,千丈ケ滝層は輝緑凝灰岩,粘板岩を
 主としてむり下部石炭系に対比され、日頃市層は大橋1西部に発達する粘板岩に薄層の石灰岩を爽在
 するもので同じく下部石炭系に対比され上小川層、鬼丸層は暗灰色な石灰岩よりな3KueichOUlj-
 hyllumgPを含みUpperVfSeanと考えられる。一士倉層は主として輝緑凝灰岩よウなり大橋～上有
 住付近に分布してかり上位地層の関係より二畳系下部に相当するものと推定され,甲子層は石灰岩
 を含む粘板岩を主とするもので地域的にかなり変1ヒに富むものである。P8eudoschwageri膿Pa-
 r&fusulinaを含み二畳系下部より中部に対比出来,松倉層は甲子層と一部平行状態,交層関係に
 あ凱同じく二畳系下部より上部に相当するものである。金山層は黒色粘板岩,砂質粘板岩,砂岩
 よりなりニ1畳系中部より上部に対比出来る。大洞礫岩は.ヒ記,甲子,金山層の境界付近,即ちYa一一一
 beina帯及びその上部に南部北上山地の薄衣礫岩と同様の礫岩が発達している。上郷層は砂岩及び
 砂質粘板岩を主としてかりこの上位に輝緑凝灰岩を主とする青笹層が発達している。この両層は下
 部白亜紀に対比されるものと考えられる。(3)には中部デボン系に対比される高森層群が本地域の最
 南端に分布し・更に日頃市層・鬼丸層・長岩層・坂本沢層,畦倉層,登米層が発達する。日頃市居
 は粘板岩,砂岩,輝緑凝灰岩及び不純な薄層の石灰岩よりなり,鬼丸層は黒色を呈する石灰岩及び
 粘板岩よりなり,多数の珊瑚化石を産する。日頃市層,鬼丸膚は含有化石より石炭系下部である。
 長岩層は石灰岩の厚層に輝緑凝灰岩、粘板岩,砂岩を夾んでいるもので,Chaetetessp含産し石
 炭系上部のものである。
 坂本沢層は・Pseudoschwagerina,parafusulinaを産する石灰岩を主として,これに粘板岩,砂
 岩が爽在する。叶倉層は砂岩、粘板岩とそれにレンズ状の石灰岩を含有する。更にこの上位に黒色
 粘板岩を主とする登米層が発達して冷鉱こ畳系下部より上部に亘る累層が分布している。これらの
 地質は,古生界のデボン系、石炭系,及び白亜系は狭い範囲に、且つすべて超」、宿基性火成岩頚を伴
 って構造帯として存在しているが,残りの大半の地質はこ畳系である。特に,このデボン系,石炭
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 系はわが国で知られている最北端に位し,また二畳系に発達するチャートの北上山地での最西南端
 も,大橋¢)東南地方で発見出来ることも極めて重要である。また.本地区での上記三帯は西部地域
 が石灰岩卓越地区で.中部地区が輝緑凝灰岩卓越地区で,東部地区がチャート卓越地区で・これを
 二1畳系についてみれば.ユ畳系の地向斜堆債の西縁部に相当し、四部地区は陸棚地帯に.東部地域
 は深海地帯で,中部地帯は動揺,断層地帯で火山活動が著しかった。
 本地区の地質購造は上述,構造単元に支配されて、各地域ともかなり複雑であるが,断層系列は
 大別して,N-S性とE-W性の二系列があり,前者は基盤の方向に,後者は基盤の隆起と火成岩
 の影響,及び造構運動による張力、横圧に支配されて,N-W性とNEE-SWW性のものが発達
 している。N-S性のものは蛇紋岩,その他の塩基性岩が,それに沿うて露出することも特徴であ
 る。また,E-W性の断層は各所で地層を地塊化している要因を作っている。摺雲構造も概して
 NNW-SSEの褶曲軸を持つ複背斜,等斜居曲、背r右]斜の繰返しを行っており局部的には,東西
 性方向の小褶曲、うねり構造が認められて冷凱上述断層系列と共に鉱床ともかなり関係がある。
 特に,大橋周辺での地質構造を解析すると,釜石鉱山は北上山系の大きな構造帯上に存在してむつ
 て,西部地域とは堆積環境を異にする不安定な渚丘基盤借上にあって,且つこれらは持続的な地塊
 化運動を促進せしめる結果となった。即ち大橋周辺では造構運動が,か在り顕著に観察することが
 出来て,全域の地質構造を解析する鍵にもなった。同繭部の上有住付近の石灰岩の分布する所では
 Kdeichouphyllum帯と、Pseudoschwagerina帯とが断層で接し、Chaetetesを多堕する長岩層に
 相当する地層は見当らない。また,この付近は構造帯を形成しておって,これらを中心として複背
 斜構造を呈しておって,更に塩基性火成岩がこれに随伴してむり.且つ地塊化が著しい。大橋から
 大峰付近の抗内の断層系を解析してみると,下位レベルより上方のレベルに向って,放射状に開い
 た一見扇型の断層形体を示すものが多(,更にこれらの断層d'.地層の転位,モザイク化を著しぐ促進せし
 めている。また,地層は同時にかなり小さなうねり購造を示し,その軸はNNW-SSEからNN
 E-SSWに転じながら,更に北方にゆるく起伏を繰返しながら,大局的にはNNW-SSE方向
 に発達している傾向が観察された。これらのEchelonFoldi㎎は巨視的には全域の地/曽についても,
 この傾向が見られ,夫々の構造単元に支配された特徴のある構造を示している。
 大橋西部地区に中生層の発見するに及んで従来までの北部北上山地の古地理を訂正する大きな役
 割を示し,日高地向斜の構造発達を解く鍵になった。即ち,本地区の六角牛一足ケ瀬購造線中に南
 北にほぼ楔状に中生層が分布レ従来までの研究は北郡北上山地に於ては,殆んど海岸部に於てだ
 けしか進んで蔚らず・内陸部では全然知られて拾られなかった一本地区での中生層の発見によって
 秩父地向斜が館,歌津造山運動によって,岩泉一釜石に亘る褶曲山地を形成して,早池峰一五葉山
 遠野一大船渡隣造帯にNNW-SSEの狭長な舟底型の凹地が形成されて堆積した。また,釜石一
 岩泉に亘る地背斜の北方に外洋相として陸中層群が堆漬しており,且つこの付近に,田老構造帯が
 存在し・この地背斜の南には全く対称的に・内湾相として・上閉伊層群が堆積してむり,且つこ㌧
 には遠野一大船渡博造帯があり,更に北部北上山地と南部北上山地とを.二二分する付近に存在するこ
 とも極めて重要である。
 そして,本地区での西部・中部,東部に亘る地質及び地質構造は本州地向斜が江刺運動の結果解
 体され陸化し、そ'の後デボン紀後期に至り摺曲山地の間に海水が進入して秩父地向斜の誕生となり
 長坂造陸運動,清水造山運動.田代造陸運動、趾囲米造山運動を経て更に館造山運動によクて,解
 体して褶曲山脈に転じ陸化し、更に日高地向斜へと発展して、歌津造ロ.]運動,松岩,陸前,本吉,
 網地島造陸運動,三陸造山運動を経て大島造山運動によって解体するまでの変遷の購進発達史を推
 察出来うる特徴を充分に持っていた。またこれと関連して、火成岩類は本地方の果南部に五葉山型
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 花崗閃緑岩が,西北部1て遠野型花1甜閃緑岩が,更に東」㍑祁に宮古よりの1薯音犀の花桶閃緑岩力∫分布し
 ておりこの中間に閃緑岩,粉岩類が分布し,また前記の構造に関連して各地に塩基性岩が西部.中
 部,東部地域の断層帯,その他各地の褶曲軸部に露出していることは注目すべきで地質構造と密接
 な関係を有し,火成活動と造山運動との関連性を考察する資料となっている。
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論文審査要旨
 本論文は〃TheGeologyaηdGeologicalStluctureofKamaishia副i七sEnvirons.Iwa-
 tePrefecture,Nor七hea就Jaranぞ(岩手県釜石及び同周辺地域の地質及び地質構造)と題
 して.英文で要約,序文,謝辞並びに8章から左っている。第1章ぼ北上山地北部の研究史,第2
 章は釜石地域の層位学的研究を述べ,この中で同地域を東部・中部・西部の3地区に分け各地域の
 詳細な記載を行なっている。第3章は本地域に発達する地質購造、第4章は地質購造と釜石鉱山の
 鉱床について述べ,鉱床の分布と南北性及ぴ東西性断層及び褶曲構造との関係について記述してい
 る。第5章は東部・中部・西部の3地域に発達する各地層の対比並びに地質時代について論じてい
 る。第6章では本地域の中部地区北部に発達する中生層の地質学的意義について考察している。第
 7章は釜石地域の地質購造発達史及び地史を総括的に扱っている。第8章では本地域の地質及び地
 質構造について総括的な記述をし結論としている。
 釜石地域は北上山地中央部に位置レチヤート・シヤールス4インの卓越する北部北上山.'堕堆
 積岩相と,それらの少ない南部北上山地型堆積岩相の境界部にあた鉱岩相変化の著るしい二目∫域で
 あるが,岩相,地質構造により東部・中部・西部の3地区に区分することにより各岩相の相互'関係,
 層序関係を明確にすることが出来た。各地区は南北性断層により境されて居り・更に各地区内に発
 達する南北性の褶曲・断層構造は東西性の断層により切られている上に,多くの火成岩頚により貫
 入されている為に地質構造は複雑であるが・盛合によってそれらの解析に成功した。釜石鉱山の鉱
 床は地質構造と貫入岩類に密接に関係している事を明らかにする多くの資料を提出している。更に,
 中部地区の北部に分布する従来古生層とみられていた地層の一一部は,化石の発見により中生層に属
 することが明らかにされ一これにより北部北上山地に分布する無化石古生層の一部が中生層になる
 百」能性を地質構造の面から推察している。この研究により釜石地域の地質全般がはじめて明らかに
 されたと言えるもので,本邦地質学界に対する貢献は大きいものである。
 発表済みの論文は3篇あるが,何れも本研究に関連し重要左ものである。
 語学、専門学科並びに論文審査に合格し,よって審査員一同は盛合禧夫提出の論文は理学博士の
 学位論文として合格と認める。
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